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非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
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す
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改
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す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
制
度
企
画
課
）…
�

○
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期
優
良
住
宅
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部
を
改
正
す
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す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経
営
部
経
営
企
画
課
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○
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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…
…
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…
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
自
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車
環
境
課
）…
�

規

則
（
教
）

○
東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
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規

程
（
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○
東
京
都
水
道
局
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す
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規
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○
東
京
都
水
道
局
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融
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関
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取
扱
規
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一
部
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改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
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…
…
…
�

○
東
京
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施
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程
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一
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改
正
す
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規
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…
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規

程
（
下
水
）

○
東
京
都
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水
道
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施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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規

則

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
百
十
八
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京

都
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
を
第
七
号
と
し
、

第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

勤
務
時
間
条
例
第
十
九
条
第
二
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
出
産
支
援
休
暇
を
承
認
さ
れ
て
い
る
場
合

六

勤
務
時
間
条
例
第
十
九
条
第
二
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
育
児
参
加
休
暇
を
承
認
さ
れ
て
い
る
場
合

第
十
五
条
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

勤
務
時
間
条
例
第
十
九
条
第
二
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
妊
娠
出
産
休
暇
を
承
認
さ
れ
て
い
る
場
合

第
十
五
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
別
に
定
め
る
場
合

第
十
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
第
九
号
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
規
則
第
三
百
十
九
号

東
京
都
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

東
京
都
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
一
年
東
京
都
規
則
第

九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
「
。
以
下
「
手
数
料
条
例
」
と
い
う
。
」
を
削
る
。

第
六
条
及
び
第
七
条
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
申
請
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
が
法
第
六

条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

図
書
で
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ

る
も
の
」
を
「
前
項
の
図
書
を
添
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、
規
則
第
二
条
第
一
項
に
掲
げ
る
図
書
の
う

ち
知
事
が
不
要
と
認
め
る
図
書
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
九
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
へ
の
配
慮
に
係
る
事
項
）

第
八
条

法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に

配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
基
準
は
、
建
築
を
し
よ
う
と
す
る
住
宅
が
立
地
す
る
地

域
に
お
け
る
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
へ
の
配
慮
の
観
点
か
ら
、
知
事
が
別

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
変
更
認
定
申
請
」
を
「
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
変
更
の
認
定
の
申

請
（
以
下
「
変
更
認
定
申
請
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
建
築
基
準
法
施
行
令
」
の

下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
十
一
条
か

ら
第
十
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「第
１１条

」
を
「第

１０条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「第

１２条
関
係

」
を
「第

１１条
関
係

」
に
、
「第

１２条
第
１
項

」
を
「第

１１条

第
１
項

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「第

１２条
関
係

」
を
「第

１１条
関
係

」
に
、
「第

１２条
第
２
項

」
を
「第

１１条

第
２
項

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「第

１３条
関
係

」
を
「第

１２条
関
係

」
に
、
「第

１３条
第
１
項

」
を
「第

１２条

第
１
項

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中
「第
１３条

関
係

」
を
「第

１２条
関
係

」
に
、
「第

１３条
第
２
項

」
を
「第

１２条

第
２
項

」
に
、
「建
築
及
び

」
を
「建

築
又
は

」
に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「第

１４条
関
係

」
を
「第

１３条
関
係

」
に
、
「第

１４条
第
１
項

」
を
「第

１３条

第
１
項

」
に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「第

１５条

」
を
「第

１４条

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第

六
条
第
二
項
及
び
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
は
、
住
宅
の
質
の
向
上
及
び
円
滑
な
取
引
環
境
の

整
備
の
た
め
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、

な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
百
二
十
号

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
規
則
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
ま
た
は
」
を
「
、
又
は
」
に
、
「
使
用
料
減
額
（
免
除
）
通
知
書
」
を
「
福
祉

住
宅
使
用
料
減
額
（
免
除
）
通
知
書
」
に
改
め
る
。
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第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
（
条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
配
偶
者
を
い

う
。
）
」
を
加
え
る
。

別
記
第
一
号
様
式
（
表
面
）
中
「福

祉
住
宅
（
民
生
・
母
子
）
使
用
申
込
書

」
を
「福

祉
住
宅
使
用

申
込
書

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
表
中

「福祉住宅

種
別

」
を

名
称
・
番
号

号
室

使
用

料
月

額
円

共
益

費
月

額
円

「福祉住宅

名
称
・
番
号

号
室

」
に

使
用

料
月

額
円

共
益

費
月

額
円

改
め
、
同
様
式
裏
中

「１４
母
子
住
宅
の
使
用
者
は
、
次
の
場
合
、
住
宅
を
明
け
渡
す
こ
と
。

（
１
）
使
用
者
が
配
偶
者
を
有
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

（
２
）
使
用
者
の
扶
養
し
て
い
る
児
童
が
成
年
に
達
し
た
と
き
。

（
３
）
使
用
者
又
は
そ
の
世
帯
員
の
み
と
な
つ
た
と
き
。

」
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「民

生

」
及
び
「母

子

」
を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
の
二
中

「福祉住宅

種
別

民
生
・
母
子

（

）

」
を

名
称
・
番
号

ア
パ
ー
ト
・
住
宅

号
棟

号

使
用
許
可
日

年
月

日

「福祉住宅

名
称
・
番
号

ア
パ
ー
ト
・
住
宅

号
棟

号

」
に

使
用
許
可
日

年
月

日

改
め
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「使

用
料
減
免
申
請
書

」
を
「福

祉
住
宅
使
用
料
減
額
（
免
除
）
申
請
書

」
に
、

「す
べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
号
様
式
か
ら
第
十
二
号
様
式
（
表
面
）
ま
で
の
規
定
中
「民

生

」
及
び
「母

子

」
を
削
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式

（裏面）
中
「す

べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
、
「民

生

」
及
び
「母

子

」
を
削
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
の
二
中

「福祉住宅

種
別

民
生
・
母
子

」
を

名
称
・
番
号

福
祉
住
宅

民
生

住
宅

母
子

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

使
用

料
月

額
円

「福祉住宅

名
称
・
番
号

福
祉
住
宅

住
宅

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

」
に
、

使
用

料
月

額
円

「す
べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
（
表
面
）
中
「民

生

」
及
び
「母

子

」
を
削
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中

「住
宅
の
種
別

民
生
・
母
子

」
を

住
宅
名
・
番
号

福
祉
住
宅

民
生

住
宅

母
子

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

「住
宅
名
・
番
号

福
祉
住
宅

住
宅

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

」
に
改



令和3年12月22日（水曜日）東 京 都 公 報（増刊 95） ４

め
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
の
二
及
び
第
十
五
号
様
式
中
「民

生

」
及
び
「母

子

」
を
削
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
中

「住
宅
の
種
別

民
生

・
母

子

」
を

住
宅
名
・
番
号

福
祉
住
宅

民
生

住
宅

母
子

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

「住
宅
名
・
番
号

福
祉
住
宅

住
宅

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

」
に
改

め
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
中
「民

生

」
及
び
「母

子

」
を
削
る
。

別
記
第
十
八
号
様
式
中

「住
宅
の
種
別

民
生

・
母

子

」
を

住
宅
名
・
番
号

福
祉
住
宅

民
生

住
宅

母
子

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

「住
宅
名
・
番
号

福
祉
住
宅

住
宅

ア
パ
ー
ト

号
棟
（
館
）

号

」
に
改

め
る
。

別
記
第
二
十
号
様
式
及
び
第
二
十
一
号
様
式
（
表
面
）
中
「民

生

」
及
び
「母

子

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
五
号
様
式
中
「収
入
再
認
定
請
求
書

」
を
「年

度
収
入
再
認
定
請
求
書

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
七
号
様
式
()裏
中
「抜

す
い

」
を
「抜

粋

」
に
、
「現

に

」
を
「、

現
に

」
に
、
「承

諾

」
を
「承

認

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
福
祉
住
宅
条
例
施
行
規
則
別
記
第

一
号
様
式
、
第
五
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で
、
第
十
号
様
式
か
ら
第
十
八
号
様
式
ま
で
、
第
二

十
号
様
式
、
第
二
十
一
号
様
式
、
第
二
十
五
号
様
式
及
び
第
二
十
七
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に

残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
百
二
十
一
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
特
定
低
公
害
・
低
燃
費
車
の
導
入
義
務
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
割
合
に
係
る
」
に
、
「
同
条
に

規
定
す
る
低
公
害
・
低
燃
費
車
」
を
「
特
定
低
公
害
・
低
燃
費
車
」
に
、
「
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を

「
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

条
例
第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
乗
用
車
は
、
第
一
項
の
自
動
車
の
う
ち
軽

自
動
車
を
除
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
専
ら
乗
用
の
用
に
供
す
る
乗
車
定
員
十
人
以
下
の
も
の
（
こ
れ

を
改
造
し
た
特
種
の
用
途
に
供
す
る
も
の
を
含
む
。
）
と
す
る
。

５

条
例
第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
割
合
に
係
る
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
特
定
低
公
害
・
低

燃
費
車
の
う
ち
排
出
ガ
ス
を
発
生
し
な
い
か
、
又
は
排
出
ガ
ス
の
発
生
量
が
特
に
少
な
く
、
か
つ
、

燃
費
性
能
が
特
に
高
い
も
の
と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
乗
用
車
に
換
算
し
た
場
合
に
お
い
て
、
二

十
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
備
考
１
中
「様

式
第
３
の
４

」
を
「様

式
第
３
の
５

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
、
同
項
中
「
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
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読
み
替
え
て
、
適
用
す
る
。

３

新
規
則
第
十
七
条
第
五
項
の
規
定
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て

は
、
同
項
中
「
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
あ
る
の
は
「
別
に
定
め
る
割
合
」
と
読
み
替
え
て
、
適
用
す

る
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
三
十
五
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の

修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

規

則
（
教
）

東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
四
号

東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
九
号

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
の
三
の
見
出
し
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
条
中

「
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
者
（
以
下
「
指
定
代
理
納
付
者
」
と
い

う
。
）
に
よ
る
納
付
を
承
認
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の

二
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
納
付
の
委
託
を
受
け
た
指
定
納
付
受
託
者

（
東
京
都
給
水
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
東
京
都
条
例
第
四
十
一
号
）
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
指
定
納

付
受
託
者
を
い
う
。
）
に
よ
る
納
付
に
よ
る
収
納
を
す
る
場
合
は
、
当
該
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め

る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
法
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条

の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
指
定
代
理
納
付
者
に
よ
る
納
付
の
方
法
に
係
る
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前

の
東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
第
三
十
七
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
号

東
京
都
水
道
局
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

東
京
都
水
道
局
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
四
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
の
六
ま
で
の
規
定
中
「指

定
代
理
納
付
者
分

」
を
「指

定
納
付

受
託
者
分

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
水
道
局
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
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規
程
の
様
式
（
こ
の
規
程
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る

も
の
は
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
一
号

東
京
都
給
水
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

東
京
都
給
水
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
給
水
条
例
施
行
規
程
（
昭
和
三
十
三
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
十
六
の
見
出
し
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

水
道
使
用
者
が
条
例
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
（
以
下
単
に
「
指
定
納
付
受
託

者
」
と
い
う
。
）
に
料
金
の
納
付
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
水
道
使
用
者
の
計
量
期

間
ご
と
の
料
金
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
の
十
六
第
二
項
各
号
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
号
中
「
払
込
み
」
の
下
に
「
又
は
指
定
納
付
受
託
者
に
よ
る
納
付
」
を
、
「
納
入

通
知
書
」
の
下
に
「
（
納
入
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
発
送
」
の
下
に
「
又
は
送
信
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
指
定
代

理
納
付
者
」
及
び
「
（
納
入
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を

削
り
、
「
七
日
。
」
を
「
七
日
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
法
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条

の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
指
定
代
理
納
付
者
に
よ
る
納
付
の
方
法
に
係
る
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前

の
東
京
都
給
水
条
例
施
行
規
程
第
二
十
条
の
十
六
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
九
号

東
京
都
下
水
道
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
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水
道
局
長

神

山

守

東
京
都
下
水
道
条
例
施
行
規
程
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一
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改
正
す
る
規
程
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京
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年
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京
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下
水
道
局
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理
規
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第
二
十
八
号
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一

部
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次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
六
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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